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若き日の久佐太郎

岩　浅　武　久

はじめに

　久佐太郎と言っても、その名前をご存知の方は多くはあるまい。しかし、

例えば横溝正史の小説『獄門島』を開くと、その登場人物の一人がこんな

台詞を語る。「あっしゃこれで雑
ざっぱい

俳をやる。雑俳……御存知ですか。雑俳

にもいろいろあるが、あっしの凝ったなあ冠
かむり

づけ、冠
か ん く

句というやつですね。

若えころこいつに凝って、連中なんかつくって、久佐太郎先生に点をつけ

てもらったりしたもんでさ。冠句じゃなんたって久佐太郎先生がいちば

んですからね。1）」

　この久佐太郎（本名　太田稠
しげ

夫
お

　1891～ 1955）が本稿でとりあげる人

物である。冠句というのもよく知られているとは言えないが、遠く江戸・

元禄時代の俳諧師・堀内雲皷（1665～ 1728）によって始められたとされる

新傾向の句立てによる十七字文芸であり、冠題五文字をうけて七五の十二

字を詠み、五と七五の間合いを生かして一句の創造を楽しむ短詩文芸と

言えば、およそのことはお分かりいただけるだろう。連歌、連句の流れを

汲むものである。

　大正期にその冠句と関わり、1927年（昭和2年）に冠句研究誌『文芸塔』

を創刊し、以後、1955年（昭和30年）に64年の生涯を閉じるまで、冠句の

復興と改革研究に力を注いだのが久佐太郎であり、冠句界では「冠句中興

の祖」と呼ばれている。

　その久佐太郎の生涯と活動をたどることによって、明治、大正期に少年・

青年時代を過ごしたひとりの日本人の生き方に光を当て、同時に、冠句と

いう短詩文芸の伝統が久佐太郎によってどのように受け継がれ、発展し、

今日にいたるのか、その軌跡を確認することができる。
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1．久佐太郎とは

　久佐太郎について多くを知らなかった筆者が、その足跡をたどり始め

たとき、手がかりになったのはわずかに、1958年（昭和33年）に刊行され

た久佐太郎遺作冠句集『蒼天』に収録された「略歴」くらいのものだった。

その「略歴」には次のように書かれている。

　久佐太郎　本名太田稠夫（しげお）明治二十四年六月二日、神戸市法曹界

の先覚太田保太郎氏の長男に生れ、早稲田大学英文科の出身、早くより文筆

活動に入り文丘草太郎の名で、小説、戯曲、評論を諸雑誌に発表、別に同人

雑誌「仮面」を発行して外国文学の紹介に力めた。大正二年東京時事新報に

入社、更に読売新聞、婦人倶楽部編集主任を経て昭和四年には国民座に迎え

られその文芸部長として活躍したが、講談社に在社中（大正十年頃）より冠

句を研究、自ら発行の大衆雑誌「吾楽」を癈刊後、昭和二年六月文芸塔社を

創立、研究誌文芸塔を主宰し、正風冠句を提唱、冠句興隆のため三十余年、

その生涯を斯道に捧げ、当時雑俳視されていた冠句を今日に導いた偉大な

る功績は、明治俳壇の正岡子規と並び称される。

　著書に現代冠句大観、正風冠句新講、堀内雲鼓研究外四巻がある。

　昭和三十年七月一日逝去　享年六十四才　法名　慈雲院法稠日澍信士 2）

　これはあまりにも「略歴」すぎて、久佐太郎年譜からは程遠い上に、こ

こにはいくつか正確でない記述もある。例えばここに書かれた筆名「文丘

草太郎」は、おそらく「丘草太郎」の誤りと思われるし 3）、同人誌「仮面」

というのも、調べてみると、久佐太郎がこれを創刊したのではないことが

わかる。 4）また「略歴」のなかで「婦人倶楽部編集主任」とあるのは、「『婦

人くらぶ』編集主任」と訂正しなければならない。 5） 

　1891年（明治24年）に神戸に生れた太田稠夫が、上京して早稲田大学英

文科に入学し、やがて丘草太郎の筆名で文筆活動を開始し、その後、久佐

太郎の名で冠句に関わっていく経緯は、一体いかなるものなのだろうか。

　同人誌『假面』（『聖盃』）に丘草太郎が書いたものは少なくない。同人雑
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誌という記述から、筆者は当初、小さな趣味の雑誌を想像していたが、そ

れはまったくの見当違いで、『假面』（雑誌名には旧字が使われている）は

当時の日本の文芸界の先端を行く雑誌であった。同人名を見ると、西條

八十、日夏耿之介、吉江孤雁、矢口達、瀬戸義直、伊東六郎など、錚々たる

文学者（いずれも若き日の）が名を連ねている。そこに掲載された丘草太

郎の作品や翻訳を順を追って見ると、およそつぎのようなものだ。筆者の

知るかぎり、それらについて、これまでほとんど一度も言及されたことが

ないので、ここにそのすべてを挙げておく。

1． 戯曲「黒き帆影の船」（『聖盃』第2号、1913年・大正2年1月）
2． 小説「三味の音」（『聖盃』第3号、1913年・大正2年2月）
3． 翻訳・戯曲「カスリーン・ニ・フウリハン」（イェイツ）（『聖盃』第5号、

1913年・大正2年5月）
4． 「カスリーン・ニ・フウリハンについて」（『聖盃』第5号、1913年・

大正2年5月）
5． 翻訳「劇作家としてのショウ」（ギルバート・チェスタートン）（『聖

盃』第6号、1913年・大正2年6月）
6． 随筆「『坊ちゃん』の言草」（『聖盃』第6号、1913年・大正2年6月）
7． 戯曲「筝ひく夜」（『假面』第8号、1913年・大正2年9月）
8． 随筆「坊ちゃんの言草」（『假面』第9号、1913年・大正2年10月）
9． 戯曲「墓地の移轉―喜劇―」（『假面』第10号、1913年・大正2年11月）
10. 随筆「藻鹽草より」（『假面』第11号、1913年・大正2年12月）
11． 随筆「藻鹽草より―Journalistの群に入りて―」（『假面』第13号、

1914年・大正3年2月）
12． 小説「魘はれる者―（發狂前三日間の日記）―」（『假面』第15号、

1914年・大正3年4月）
13． 戯曲「大團圓―喜劇―」（『假面』第17号、1914年・大正3年6月）
14． 随筆「私信二束」（『假面』第20号、1914年・大正3年9月）
15． 戯曲「死へまでの階段―故人の三周忌にのぞみて―（獨白劇）」（『假
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面』第20号、1914年・大正3年9月）
16． 短文集「社へゆくまで」（『假面』第25号、1915年・大正4年2月）
17． 小説「兇状持」（『假面』第27号、1915年・大正4年4月）

　そのほか、『假面』（『聖盃』）への寄稿と同時期に丘草太郎が書いた作品

として筆者が確認したのは、戯曲「生れた土地（一幕物）」（『早稲田文学』

第107号、1914年・大正3年10月）と小説「醉どれの街」（『早稲田文学』第
115号、1915年・大正4年6月）の2篇である。

　丘草太郎時代の仕事で、もうひとつ忘れてならない仕事がある。それは

丘草太郎著『ゾラ物語』である。これは世界名著物語の一冊として刊行さ

れたもので、エミール・ゾラの『パリ』と『ナナ』を短縮創作した著作だ。

この世界名著物語は、『ホーマー物語』（松山思水）、『シルレル物語』（白鳥

省吾）、『ゲエテー物語』（谷崎精二）など、世界の15人の作家を取り上げ、

その代表作のさわりをリライトして日本の読者に紹介する企画であり、

いわばダイジェスト版世界文学全集のようなもの。著者のなかには広津

和郎、矢口達らも名を連ねているほか、序文を森鷗外と島村抱月、解説を

島村抱月が担当している。河野書店の初版が出たのが1914年（大正3年）9

月だが、数多く版を重ねたらしく、筆者の手許にあるのは、1920年（大正
9年）5月に出た第8版である。不思議なことに、この叢書は、版によって

河野書店のほか、実業之日本社、三星社でも出版されている。

　この『假面』および『早稲田文学』時代の太田稠夫（丘草太郎）について

は、日夏耿之介、西條八十、瀬戸義直、表紙絵やカットを担当した彫刻家・

長谷川潔、永瀬義郎ら同人仲間との交友について、さらには芥川龍之介と

の関わりなどを含めて、詳細に検討することが必要である。その一人々々

が歩んだ道は、大正時代の日本の文化状況を掘り起こすためにも、ぜひと

も明らかにされねばならない。しかし、21歳から24歳にかけての太田稠

夫（丘草太郎）の精力的な執筆活動と、その時代の詳細な検討は別稿にゆ

ずることにして、ここで改めて、その少年期から「久佐太郎」誕生までの

大まかな流れを追うことにしたい。
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2．冠句との関わり―あるいは「久佐太郎」誕生まで―

　久佐太郎の名は、今では冠句と切り離しては考えられないほどである

が、久佐太郎が最初に冠句とかかわるようになったのは、いわば偶然の出

来事と言ってもよい。久佐太郎が冠句について書いた最初の書物『現代冠

句大観』（1929年・昭和4年）にこんなことが書かれている。

　ある時、城月さんがヒョイと頭を擡げて、「君一つ、冠句の選をして見て

くれませんか」と云つた。

　私は「へぇ。」と云つたまま俄かには受け兼ねて眼をパチクリさせてゐた。

城月さんとは講談倶樂部の編輯主任であり、學校關係で私の先輩であると

ころの淵田忠良さん 6）の雅號である。これまで冠句は自分の選であつたが

社務多忙でどうも落ち着いて選が出来ない、それでは却つて熱心な投稿家

諸君に相済まぬわけだから、君代つてやつてはくれまいかという話。私が

まだ煮え切らぬ顔をしてゐるので、察しのいい氏は、「川柳をやつたことが

あるでせう、その意気でいいんだ。」と極めて都合のいいヒントを與へてく

れた。 7）

　さらに『現代冠句大観』には、「さう云へば私は、十二三の頃から川柳を

作り始めて、東京へ出てくるまでには土地の新聞なぞに投書して、一かど

の川柳家を気取つてゐた」「神戸の確か叉新日報だと思ふ」と書かれてお

り、当時の筆名が「山手庵」であったことが明らかにされている。 8）この記

述を手がかりに当時の新聞を調べてみると、1905年（明治38年）の4月か

ら7月にかけて「神戸又
ゆう

新
しん

日報」の川柳欄に投稿された9句を確認するこ

とができた。 9）

　神戸の父のもとで暮らしていた太田稠夫少年は、1905年（明治38年）

に上京し、9月11日に東京開成中学校に入学する。おそらくその優秀さを

見込まれてのことであっただろう。入学時の資料によれば、「高等小学4年

修学中」とある。これは久佐太郎自身が回想のなかで述べていることだが、

東京開成中学校で数学の長橋治作先生の問いに答えて、「久良伎先生みた
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いになりたいと思ひます」と言ったという。10）すでに冠句人となってか

らの久佐太郎の回想であることを考慮しなければならないが、当時の太

田少年の川柳への情熱がかなりのものであったことが窺われる。

　久佐太郎について調べ始めた頃、太田稠夫（久佐太郎）は東京開成中学

校を通常に卒業して、早稲田大学に入学したのだと考えていたが、開成学

園に保存されている資料を検討すると、そうではないことが明らかになっ

た。入学当初の成績は立派なものだが、2年級、3年級、4年級と進むにつ

れて、とくに理科系科目の成績が芳しくなく、最終学年である5年級への

進級は認められず、書類では「順天中学校へ転学。明治42年4月1日4年級

にて退学」となっている。

　順天中学校の当時の資料が見つからないので、明確な断定はできない

のだが、早稲田大学の資料を見ると、1909年（明治42年）5月3日に早稲

田大学高等予科入学、1910（明治43年）7月3日卒業、そして1910年（明治
43年）に早稲田大学文科英文学科第一部に入学、1913年（大正2年）7月5

日得業となっており、順天中学校に在籍したというのは、かなり疑わしい

ように思われる。

　太田稠夫の人間関係にはまだ不明なことが多いのだが、東京開成中学

校時代の太田稠夫を調べていて、ひとつ気にかかることがあった。東京開

成中学校入学時の太田稠夫の保証人は西郷績である。「長野縣士族・官吏」

の西郷績は伯父であったらしく、太田稠夫の東京の住所は西郷績と同じ

「神田区裏神田五番地」。つまり太田稠夫少年は伯父の家に寄宿していた

ようだ。気にかかるというのは、この西郷績に関わることで、調べてみる

と、日本画家・西郷孤月（1873～ 1912）の父親が「松本藩士・西郷績
いさお

」であ

るらしい。さらに調べてみると、西郷孤月（本名　西郷規
めぐる

）の母親は、新潟

県蒲原郡新発田出身・太田環の長女「きよ」だということがわかった。 11）

つまり、この西郷績は太田稠夫の伯父と同一人物であり、西郷孤月は太田

稠夫の従兄にあたるのである。西郷孤月は、橋本雅邦に認められて、若く

して東京美術学校の助教授になり、橋本雅邦の娘と結婚。横山大観、下村

観山、菱田春草とともに日本美術院の四天王と呼ばれて活躍したが、離婚
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後、不遇な晩年を送った画家である。 12）

　太田稠夫は、1913年（大正2年）に早稲田大学を卒業したあと、時事新

報に入社し、その美術記者を経て、1920年（大正9年）に講談社に入社す

る。講談社入社時には、美術記者としての太田稠夫の手腕が買われ、破格

の月給であったらしい。 13）美術記者・太田稠夫の誕生について、それは『假

面』時代の画家たちとの交友からきたのではないかと、最初は考えたの

だが、おそらくそこにも西郷孤月が影を落としていたのではないかと推

測する。 14）

　いずれにせよ、太田稠夫が淵田忠良（城月）から『講談倶楽部』の冠句選

者を依頼されたとき、そうした少年時代からの思い出が一気に甦ってきた

と言えよう。「暫くは城月選の名で試験的に代選をやらせてもらつた」 15）

ということなので、実際にいつから太田稠夫が『講談倶楽部』の選を担

当したのかは明らかでないが、調べてみると、淵田城月選が続いたあと、
1921年（大正10年）8月号の『講談倶楽部』から「久佐太郎選」が始まって

いる。久佐太郎という名前が誕生したのは、まさにこのときであった。 16）

　最初は、ただ雑誌の冠句欄の選を担当していただけだったが、久佐太

郎は、これを機縁として冠句研究に没頭していく。その研究は、雑誌『吾

楽』の発刊へ、そして『吾楽』廃刊の後の冠句研究誌『文芸塔』の創刊へと

つながる。 17）  幅広い研究の成果をもとに『現代冠句大観』（1929年・昭和4

年）を上程し、そこで江戸・元禄時代の堀内雲皷を冠句の創始者と確定し

た。久佐太郎のその後の冠句研究・普及活動は、『正風冠句新講』（交蘭社、
1936年・昭和11年）、そして1953年から1954年にかけて文芸塔叢書とし

て出版された『夏木立』、『堀内雲皷研究』、『正風冠句新講』、『近代冠句講話』

の著書にその跡を辿ることができる。しかし、この冠句の世界における久

佐太郎の足跡については、稿を改めねばならない。
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注

1） 横溝正史『獄門島』（角川文庫、1977年）238頁。横溝正史の『獄門島』は1947年（昭

和22年）1月から翌年10月まで『宝石』に連載された。このなかで獄門島に一軒

しかない床屋の親方・清公が金田一耕助にこの一節を語る。この台詞のなかの

「点をつけてもらう」というのは「選をしてもらう」のこと。選者のことを古く

は点者といった。『獄門島』連載時に、小説に自分の名前が登場することを聞い

た久佐太郎が、作者にその理由をたずねる手紙を送ったところ、横溝正史は次

のような返事を書き送っている。「目下『宝石』連載中の拙作『獄門島』では、主

要人物が江戸末期の頽廃趣味、それが殺人の大きなトリックをなしてゐるので

すが、それらの趣味のうち直接殺人に関係のあるものを書くと、直ぐトリック

が暴露する危険があるので、その人の趣味をそれとなく説明するために「冠句」

と先生のお名前を借用したといふわけであります」（『文芸塔』1948年8月号）。

2） 『久佐太郎遺作冠句集・蒼天』（早川桜月編・文芸塔社）1958年

3） 今後、調査を進めていくなかで、文丘草太郎の名前が見つかる可能性はゼロで

はないが、丘草太郎の筆名で書かれた作品は数多く見つかったのに対して、現

時点では筆者は文丘草太郎という筆名にはまだ出会っていない。

4） 久佐太郎（但しこの時期には、久佐太郎の筆名はまだ使われておらず、筆名は

丘草太郎）がこの同人誌に参加していたのは事実だが、雑誌に加わったのは、『聖

盃』第2号からであり、そのことは第2号の終わり近くにある同人消息欄に「丘

草太郎が同人になった」と書かれていることから確認することができる（『聖盃』

第2号、1913年1月、126頁）。この雑誌は、第7号までは『聖盃』だったが、第

8号から改題されて『假面』になり、『聖盃』、『假面』時代を通じて、1912年（大

正元年）12月から1915年（大正4年）6月まで29冊が発行されている。

5） 講談社で『婦人くらぶ』が創刊されたのは、1920年（大正9年）10月であり、そ

の編集主任に起用されたのが太田稠夫（久佐太郎）である。しかし太田稠夫の

編集は多少ハイカラ過ぎて、野間清治社長の気に入らず、社内の評判も芳しく

なかった。実質的に太田稠夫が編集したのは創刊号のみであり、第2号以後は

編集の仕事を投げ出してしまったという。雑誌名も第4号からは『婦人倶楽部』

と改められている。橋本求（元講談社取締役）は『講談社の歩んだ五十年　明治・
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大正編』（講談社、1959年）のなかで「太田さんがだいぶ評判も悪いし、くさっ

ちゃって、クサ（久佐）太郎というペンネームになっちゃった」（466頁）と述べ

ているが、後述するように、それは橋本の誤解である。

6） 淵田忠良（1887～ 1953）は、講談社創立者・野間清治の側近であり、その後、

講談社の常務になった。

7） 久佐太郎編著『現代冠句大観』（素人社書屋、1929年・昭和4年）219頁

8） 『現代冠句大観』（前掲書）219～ 220頁。同じこの回想の中で、少年時代の川柳

仲間であった岡清太郎に触れている。太田稠夫よりも三つ四つ年上だった岡清

太郎は、投書だけでは満足できなくなり、川柳家になろうとして久良伎師を頼っ

て上京したが、間もなく病で斃れてしまったという。「丘草太郎」の筆名は、あ

るいはこの岡清太郎と関わるものなのかもしれない。

9） 「神戸又新日報」に川柳欄「新珍流行　猫柳」が最初に作られたのは、1904年（明

治37年）1月7日と思われる。選者は如
じょ

鬼
き ぼ う

坊。如鬼坊について詳細は不明だが、

如鬼坊の名で『池沼鯉之助』（1912年）、本名・中村兵衛の名で『探偵小説血染の

手巾』（1909年）、『月の輪』（1924年）などの著書がある。新聞にこの川柳欄が

見当たらない日もあるが、ほぼ毎日掲載されている。太田稠夫少年（山手庵）の

川柳は、（筆者の確認したかぎりでは）1905年（明治38年）4月29日、5月12日、

5月28日、6月23日、7月2日の5回にわたって、「夏来にけらし白妙の心太」な

ど9句が掲載されていた。

10） 久佐太郎「『東京の僕』を振返る」（『文芸塔』1929年7月号）。ここで言及されて

いる阪井久良伎（1869～ 1945）は、井上剣花坊と並ぶ川柳の大家である。如鬼

坊も久良伎系の川柳作者だった。またここに書かれている数学の先生・長橋治

作は、1947年（昭和22年）より開成中学校々長となり、その名は今も名物校長

として語り継がれているという。

11） 山川武「彷徨の画家　西郷孤月」（『西郷孤月画集』信濃毎日新聞社、1983年、

209～ 225頁）

12） 結婚の媒酌人は岡倉天心であった。西郷孤月の年譜には、孤月が1912年（大正

元年）の春に台湾に渡り、台北で発病、帰京して8月31日に（まだ39歳の若さ

である）本郷駒込の自宅で死去したとあるが、なぜか病名は明らかにされてい
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ない。（『西郷孤月画集』（前掲書）211頁および同画集所収の年譜参照）

13） 講談社での同僚であり、太田稠夫が久佐太郎として冠句の世界に入ってからも、

久佐太郎を支え続けた千葉耕堂が「（私は）伊藤先生（無我愛の創唱者・伊藤証

信のこと―岩浅注）の紹介というので月給は五十円くれました。そのころで前

田さん（川柳の前田雀郎のこと―岩浅注）が二十一円、太田さんは特別で七十

円でした。しかし太田さんは玄人ですからね。太田さんは「時事新報」の美術記

者でしたから」と述べている。（『講談社の歩んだ五十年　明治・大正編』（前掲書）

464頁）

14） 従兄の西郷孤月について、なぜか久佐太郎は晩年にいたるまで黙して語らない。

しかし久佐太郎は、西郷孤月の父・西郷績と深い関わりがあり。さらに西郷孤

月の経歴を見れば、1908年11月には神戸に（おそらく久佐太郎の父・太田保太

郎のもとに）滞在しているなど、二人の間に交流があったと見るべきだろう。

15） 『現代冠句大観』（前掲書）220頁

16） 『講談倶楽部』で「久佐太郎」の名が使われたのはこれが最初だが、すでに『假面』

では「草太郎」「クサ太郎」の署名も使われており、「久佐太郎」もそこから来た

と考えるべきであろう。したがって、注 5）で橋本求が述べた「久佐太郎誕生」

の逸話は誤りである。

17） 1927年（昭和2年）に久佐太郎によって創刊された冠句研究の月刊誌『文芸塔』

は、今なお続いており、2007年1月号で通巻935号を数える雑誌である。
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